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テストの実施⽅法
•新⼊⽣向け授業の初回に実施
•受講者数：1092名
•基礎チェックを除き、200問から50問をランダ
ムに出題
•４つの選択肢と「分からない」から選択
•各問題が使⽤される回数の期待値は

50/200x1092=273回



問題毎の相関
•２つの問題間で考える
•両⽅の問題が出題される期待値は、

50/200x50/200x1092=68回
•それぞれの問題ペアに対して、以下に分類
• どちらも正解
• 問題番号が⼩さい⽅のみ正解
• 問題番号が⼤きい⽅のみ正解
• どちらも不正解、もしくは分からない



相関がありそうな問題ペア
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独⽴とは⾔えないペア数
•ペア数が多い：多く
の問題を代表する？
想定した分野の知識
とは関係しない？
問82：所属しているサークルのメ

ンバーに限定してWebサイト
で情報を共有する⽅法

問84：天気のモデルの作成に関す
る説明

問170：ワードプロセッサで和⽂と
英⽂の混在する⽂書を作成
する⽅法
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両⽅正解、不正解の割合

両⽅正解 両⽅不正解
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１問だけ正解の割合

X.番号が⼩さい⽅のみ正解 Y.番号が⼤きい⽅のみ正解
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問題間の関係
•問題Aが分かっていないと問題Bが解けないと
き、問題Aが正解で問題Bが不正解になる割合
は問題Aが不正解で問題Bが正解になる割合よ
りも⼤きくなる。
•番号が⼩さい⽅のみ正解と番号が⼤きい⽅のみ
正解の差を取ってみる。



問題間の関係

R. XとYの差の絶対値 S. 正答率の差の絶対値
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XYの差から正答率の差を除く
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XYの差から正答率の差を除く
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差が⼤きかったペア
•情報ネットワーク 35% (p=0.74) (78 -> 81) 

78：電⼦メールに関する説明
81：電⼦メールによるコミュニケーションの説明

•データモデルとデータベース -31% (p=0.018) 
(101 -> 98)
98：データベースのセキュリティに関する説明
101：データベースの情報の流出や消失の対策に関す
る説明


